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✦✦ スウェーデンの子育て支援・働くママ医師から「子育て＋仕事 120％」 

カロリンスカ大学病院 宮川絢子先生をお招きしました ✦✦ 

                        令和元年 12 月 18 日（水）本館北棟 講堂 1 に於いて、「働き方を考 

えるセミナー」を開催いたしました。 

今年度は、遠くスウェーデンの地でご活躍の宮川絢子先生に遥々ご足 

                        労いただきまして、「子育ても仕事も 120％！！！」スウェーデンの子                              

                        育て支援と題してご講演頂きました。 

講話では、スウェーデンと日本の医療システムの違いや男女格差につ 

いて、さまざまなデータを引用して分かりやすくお話いただきました。 

中でも、患者側からの厳しいアクセス制限や費用対効果判定による治療 

の選択・中止等、日本では容認を得られない様な医療システムの浸透に 

は、聴講者の方々も皆大変驚いていました。 また、宮川先生ご自身の 

お子様（双子）の出産や子育てを経験している中で、女性外科医として 

キャリアを目指す考え方をご提言頂きました。「生きるために働く」「人生は不公平」というご提言の中に、先生の女性外 

科医としての強い信念をお示しして頂いた講演となりました。 

聴講者からのアンケートでは、「日本とスウェーデン 

 の両方の国を体験しておられるからこそのお話で大変興 

 味深かった」「日本の意識改革が継続的に必要であると 

 思った」「キャリアや働き方について考える機会となり 

ました」などの様々な意見が寄せられました。 

医師・研究者キャリア支援センターでは皆さんの働き 

方改革の少しでもお役に立てる催事をこれからも企画していきたいと考えております。催事につきましてのご意見ご希望が 

ございましたら、お気軽に医師・研究者キャリア支援センターまでご連絡、お問い合わせください。 

    ※セミナーの模様は、自治医科大学図書館ＨＰ ビデオオンデマンドよりご視聴いただけます。（カテゴリ・教育→教職員教育） 

 

 

 

 

今年で 8 回目を数えた講習会は、サポート会員、保育ルーム 

保育士、事務員合計 31 名の参加となりました。講師を情報セン         保育ルーム「あいりす」の園医をお勤めの小児科 

ター淺田先生とシミュレーションセンター前田先生のお二人先          村松准教授をお招き致しまして、「熱性けいれん、 

生にお願いし、実技を交え丁寧にご指導いただきました。            ひきつけ、発作を起こしたら」をテーマにご講話 

受講者は、実技中も自分の疑問点を積極的に質問したり、受講           いただきました。 

者同士で教え合ったりする場面が多々見られなど大変意欲的な    子どものけいれん発作を見たことが無い参加者が殆どでしたが 

姿勢が見られました。アンケートでは「乳児の人工呼吸が難し    動画にて発作状況を何事例か示していただいた事により、よく 

かった」との意見が多くみられました。これからも同講習会の    イメージでき、驚きとともに 

定期開催により、救急蘇生法の技術定着とスキルアップを図り、   観察と記録の重要性も理解で 

利用者が安心して預けられる保育    きた様子が見られました。 

ルーム「あいりす」として皆さん     アンケートでは「対処方法も 

の就業を今後もサポートしていき       不安ですが冷静に対応したい」 

たいと思います。                   等の適切な対応への意識付け 

 デモンストレーションの様子        を、感じるご意見が寄せられ 

         ました。 
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小児科医からパパ・ママに伝えたいこと 

「熱性けいれん、ひきつけ、発作を起こしたら」 

2019.11.26 

於:センター会議室 

 



 

 
医師・研究者キャリア支援センター 

内線：2448 

mail：career-support@jichi.ac.jp  

 

 

保育ルーム「あいりす」 

内線：2445   

直通：0285-58-7572 

   

 

9月 17日（火）に「第 11回 Jichi Joy Café」を開催しました。 

今回は、「医療人としてのキャリアビジョンを考える」というテーマで外部 

講師を招いて講演会形式で実施致しました。 講師は新潟大学地域医療 

境域センター・魚沼基幹病院の産婦人科部長、鈴木美奈先生です。 

鈴木先生は国境なき医師団として海外でのご活躍経験があり、それらの 

貴重なご経験を多くの写真をまじえて御講話頂きました。夢をもって努力 

すること、感謝の心を忘れないこと、スタッフと協力して診療にあたる姿勢 

など、医療人として本来あるべき姿をメッセージとして残して頂きました。 

今回は医学部生の参加も多く、「夢を与えて頂いた」「先生のお話しを地域医療に活かしたい」など、多数の 

感想が寄せられました。当センターでは皆さまから頂いたご意見を参考に、働き方の多様性やキャリアについて、 

今後も話題提供ができればと考えております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 

 

12 月 14 日(土)に保育ルーム「あいりす」にて恒例のクリスマス会を開催しました。 

当日は、19家族スタッフを含め合計 54 名の方々にご参加頂きました。 

今年度の大イベントは、何といっても保育士さん初挑戦の「フィンガー 

アクション」です。黒衣姿の保育士さんがカラフルな手袋をつけて、 

今話題の「パプリカ」の曲に合わせフィンガーアクションの披露に、 

子供たちのまんまるお目目👀は釘付けとなりました。 

その他、大型絵本📚の読み聞かせやサンタさんからのプレゼント🎁に皆でケーキ🍰を食べたて、とても楽しいひと時となり 

ました。来年も家族で楽しめるクリスマス会を企画いたしますので、皆さん期待してお待ちください♪ 

                              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪今後の行事予定≫ 

第 12 回  

  2 月 28日（金）12：30～14：00 

総合心療内科  

白石 裕子先生にご講話いただきます♡ 

 

 

保育ルーム「あいりす」 

 

 

 

2019.12.14 

於：保育ルーム「あいりす」 


